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増
も
起
因
し
て
い
ま
す
。 

 

上
下
移
動
は
か
な
り
の
負
担 

  

集
合
住
宅
で
は
平
面
移
動
よ

り
も
垂
直
上
下
移
動
が
圧
倒
的

に
移
動
負
荷
が
か
か
っ
て
き
ま

す
。
昨
年
の
粗
大
ゴ
ミ
回
収
で

も
大
型
家
具
を
階
段
の
幅
ぎ
り

ぎ
り
の
と
こ
ろ
を
移
動
し
た
ケ 

 
 

ー
ス
が
あ
り
ま

し
た
。
多
分
、

少
人
数
で
は
移

動
で
き
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
う
に
し
て

も
、
他
の
住
民

さ
ん
の
お
邪
魔

を
し
な
い
よ
う

に
隙
間
を
見
な

が
ら
積
み
卸
し

を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

単
身
で
は
困
難

で
し
ょ
う
。 
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次
号
で
粗
大
ゴ
ミ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

 
 

―
自
力
搬
出
困
難
な
方
を
想
定
し
て
計
画
― 

生
産
年
齢
人
口
減
と
高
齢
者
増 

 
左
の
グ
ラ
フ
は
当
地
域
で
パ

ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
、
シ
ャ
ン
テ
ィ

を
除
く
６
マ
ン
シ
ョ
ン
合
計
の

５
年
ご
と
の
人
口
推
移
で
す
。 

こ
の
２
０
年
間
で
現
役
世
代

減
、
高
齢
者
増
が
顕
著
に
表
れ
て

い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
又
、
全

体
の
人
数
の
減
少
は
単
身
世
帯 

 

個
数
・
量
を
把
握
し
て
実
施 

 

４
年
間
の
実
績
は
あ
り
ま
す

が
、
実
施
に
は
綿
密
な
計
画
が

必
要
で
す
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
ご
依
頼
者
数

及
び
居
宅
特
性
、
個
数
、
一
つ

一
つ
の
体
積
、
重
量
そ
の
他
を

綿
密
に
分
析
し
て
作
業
者
数
や

運
搬
手
段
も
練
り
込
み
ま
す
。

実
施
ま
で
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
も 

 

何
回
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

お
お
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

【
９
月
】 

① 

９
月
１
日
号
で
ご
希
望
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
折
り
込
み 

② 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
（
上
旬
） 

③  
 

〃 
 

確
認
（
中
旬
） 

④ 

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
下
旬
） 

【
１
０
月
】 

① 

実
施
日
調
整 

 

作
業
者
・
市
・
知
ら
咲
か 

② 

作
業
当
日
時
間
計
画
作
成 

③ 

ご
依
頼
者
様
宅
時
間
連
絡 

 
 

（
以
上
上
旬
予
定
） 

④ 

回
収
実
施 

 
 

（
中
旬
の
予
定
） 

 

会
員
特
典
対
象
事
業
で
す 

  

昨
年
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は

回
収
費
用
３
０
０
０
円
ま
で
は

無
料
（
超
過
分
か
ら
は
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
）
と
い
う
【
特

典
】
制
度
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
年
も
会
員
の
皆
さ
ま
に
は

事
業
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
こ
の

【
特
典
】
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

本
年
度
の
会
員
登
録
が
ま
だ

の
方
は
会
費
納
入
を
し
て
い
た

だ
き
、
こ
の
事
業
を
ご
利
用
下

さ
い
。
又
、
実
施
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
応
募
下
さ
い
。 

 

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
知
ら
咲
か
」
の
「
粗
大
ゴ
ミ
回
収
」
は
本
年
で
五
回
目
に
な
り
ま
す
。
マ
ン

シ
ョ
ン
と
い
う
上
下
の
移
動
を
伴
う
作
業
の
困
難
性
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。
居
宅
の
整
理

対
象
品
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
下
さ
い
。 
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回
答
は
、
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
消
防
本
部
と
し
て
は
、

確
証
の
無
い
こ
と
を
答
え
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

し
た
の
で
、
私
の
考
え
を
お
話

し
し
た
と
こ
ろ
、
た
ぶ
ん
そ
の

よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
、
と
の

こ
と
で
し
た
。（
以
下
、
私
の
考

え
、
ご
く
常
識
的
な
こ
と
ば
か

り
で
す
が
） 

（
１
）
随
分
前
の
こ 

 
 
 

と
で
す
が
、
Ｉ 

 
 
 

Ｈ
調
理
器
の
出 

 
 
 

現
で
直
火
で
の 

 
 
 

調
理
が
減
少
し
た
。 

（
２
）
禁
煙
活
動
が
活
発
化
し
、

喫
煙
者
が
減
少
、
又
喫
煙

場
所
が
減
っ
た
。 

（
３
）
レ
ト
ル
ト
食 

 
 
 

品
の
増
加
に
よ 

 
 

り
、
火
を
使
用 

 
 
 

す
る
頻
度
が
減 

 
 
 

少
し
た
。 

（
４
）
外
食
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。 

（
５
）
そ
の
他 

       

１ 

平
成
２
８
年
度
中
に
市

内
で
発
生
し
た
火
災
件
数

と
火
災
種
別
は
。 

2016 年 1月 16 日 

① 金額 ②会員種別 ③住所 

 氏名 

 
 

 

８
件
、
た
き
火
６
件
、
ス

ト
ー
ブ
・
電
気
機
器
・
配

線
器
具
各
２
件
（
上
位
３

位
ま
で
） 

（
２
）
過
去
１
０
年
間
（
平
成

１
９
年
～
平
成
２
８
年
）

の
出
火
原
因
の
内
、
上
位

３
位
ま
で
で
、
最
も
多
い

の
は
放
火
（
放
火
の
疑
い

含
む
）
１
０
件
、
た
ば
こ

８
件
、
こ
ん
ろ
７
件
。 

宝
塚
市
の
火
災
に
つ
い
て 

阪
急
逆
瀬
台
ア
ヴ
ェ
ル
デ 

都
築
直
幸 

（
１
）
出
火
総
数
３
９
件
の
内
、

建
物
火
災
は
１
７
件
、
そ
の

内
共
同
住
宅
は
５
件
、
建
物

火
災
全
体
で
死
者
２
名
、
負

傷
者
１
０
名
が
発
生
し
て

い
ま
す
。 

 
 

 
 

１ 

（
１
）
消
防
署
の
数
１
０
、
消

防
職
員
数
２
４
９
人
、
年
間

予
算
２
，
３
４
７
，
８
４
３
，

０
０
０
円
（
市
予
算
の
３
．

２
％
） 

（
２
）
消
防
ポ
ン
プ 

車
１
１
台
、
消
防 

タ
ン
ク
車
３
台
、 

は
し
ご
車
２
台
、 

そ
の
他
２
７
台
、
合
計
４
３

台 

（
３
）
火
災
・
救
急
等
相
互
応

援
協
定
書
を
交
わ
し
て
い
る

市
町
。 

 
 

伊
丹
市
、
川
西        

市
、
猪
名
川
町
、         

神
戸
市 

             

＊
中
国
自
動
車           

 

道
等
は
除
く
。 

 
 
 
 
 
 
 

宝
塚
市
消
防
本
部
が
毎
年
刊
行
し
て
い
る
「
消
防
年
報
」「
火

災
・
救
急
・
救
助
概
要
」
の
平
成
２
８
年
版
か
ら
、
火
災
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
す
。 

 

２ 

平
成
２
７
年
度
の
火
災
１ 

７
件
は
、
過
去
１
０
年
間
で 

最
低
を
記
録
し
て
い
る
。
原 

因
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と 

が
考
え
ら
れ
る
の
か
。（
平
成 

２
７
年
を
除
く
過
去
９
年
間 

の
平
均
出
火
件
数
４
２
，
３ 

件
） 

 
 

（
１
）
３
９
件
発
生
。
こ
れ

は
前
年
（
平
成
２
７
年
１

７
件
）
に
比
べ
て
２
２

件
増
加
し
て
い
ま
す
。 

（
２
）
火
災
種
別
は
、
建
物

火
災
１
７
件
（
前
年
よ

り
７
件
増
）、
林
野
火
災

３
件
（
前
年
よ
り
３
件

増
）
、
車
両
火
災
８
件

（
前
年
よ
り
５
件
増
）
、

そ
の
他
の
火
災
１
１
件

（
前
年
よ
り
７
件
増
）
。 

 

消
防
本
部
に
聞
き
（
電
話

で
）
ま
し
た
。 

 

３
．
出
火
原
因
は
。 

 

 

４ 

上
記
の
出
火
原
因
の
内
、 

過
去
１
０
年
間
で
放
火
（
放 

火
の
疑
い
含
む
）
の
１
０
件 

が
最
も
多
い
、
対
策
は
無
い 

の
か
。
放
火
に
対
す
る
刑
罰 

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 
  

 
 

放
火
に
は
、
保
険
金
目
当
て

や
証
拠
隠
滅
等
の
為
、
又
愉
快

犯
も
い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
等
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
問
題
解
決
に
は
な

か
な
か
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

で
す
。 

 
し
か
し
、
長
期
間
続
い
て
き

た
「
た
ば
こ
」
に
よ
る
出
火
が
、

平
成
２
７
、
２
８
年
の
２
年
間

出
火
原
因
の
上
位
３
位
以
内

か
ら
無
く
な
っ
て
い
る
現
状

か
ら
、
喫
煙
に
よ
る
健
康
問
題

に
端
を
発
し
、
各
種
活
動
の
効

果
が
出
火
減
少
と
し
て
表

れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
放
火

に
つ
い
て
も
な
ん
ら
か
の

対
策
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
対
策
は
進
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
１
）
放
火
、
放
火
の
疑
い
が 

刑
罰
は
、
放
火
の
内
容
に
よ

り
、
刑
に
軽
重
が
あ
り
ま
す

が
、
最
も
重
い
も
の
で
死
刑
・

無
期
懲
役
・
有
期
懲
役
（
５
年

以
上
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 ＊

「
抽
象
的
公
共
危
険
罪
」

１
０
８
条 

 

５ 

出
火
の
内
、
建
物
火
災
の

件
数
は
。 

 

６ 

初
期
消
火
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
の
か
。 

  

建
物
火
災
に
限
定
。
件
数
は
初

期
消
火
に
成
功
し
た
件
数
。 

（
１
） 

水
道
、
浴
槽
、 

 
 
 

汲
み
置
き
等 

 
 
 

の
水
を
か
け 

 
 
 

た
３
件
（
前 

 
 
 

年
３
件
） 

（
２
）
寝
具
、
衣
類
等
を
被
せ

た
１
件
（
前
年
１
件
） 

 ７ 

１
１
９
番
通
報
（
火
災
）
は

ど
の
よ
う
な
手
段
で
行
わ
れ

た
の
か
。 

 

）
携 
（
１
）
電
話
か
ら 

１
９
件
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
）
固
定
電
話
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
加
入 

 
電
話
）
か
ら 

７
件
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
３
）
事
後
通
知 

（
火
災
が
消 

え
た
後
に
通 

報
さ
れ
た
も 

の
）
６
件 

（
４
）
そ
の
他 

７ 

件 

８ 

１
１
９
番
通
報
を
受
け
て

か
ら
現
場
到
着
ま
で
の
時
間

は
。 

 

（
１
）
５
分
２
９
秒
（
平
均
値
） 

９ 

宝
塚
市
の
消
防
体
制
は
。

（
平
成
２
９
年
４
月
１
日
現
在
） 
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防
火
訓
練
レ
ポ
ー
ト 

パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン 

防
火
訓
練
を
実
施 

。 

７
月
１
日
（
土
曜
日
）
午
前
１

０
時
よ
り
『
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン

５
Ｆ
の
住
居
か
ら
出
火
』
を
想
定

し
て
避
難
訓
練
と
消
火
器
を
使

用
し
て
の
『
初
期
消
火
』
体
験
を

行
な
い
ま
し
た
。 

 

非
常
ベ
ル
作
動 

 
 

マ
イ
ク
に
よ
る
火
災
発
生

と
避
難
す
る
よ
う
マ
イ
ク

放
送 

中
央
階
段
付
近
で
の
避
難 

誘
導 

以
上
は
役
員
さ
ん 

 
 

中
央
階
段
か
ら
避
難
訓
練 

 

そ
の
後
、
マ
ン
シ
ョ
ン
前
の
公

園
で
、
防
火
設
備
管
理
委
託
業
者

に
よ
る 

 
 

消
火
器
の
扱
い
方
お
よ
び

体
験
指
導 

                
 

初
期
消
火
で
の
注
意
事
項

を
確
認 

 
 

大
事
な
こ
と
は 

 
 

 

消
火
器
を
使
用
す
る
時

は
、
確
保
し
て
お
い
て 

使
用
す
る
こ
と 

  
 

 

火
が
天
井
に
ま
わ
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
そ
の
場
か
ら
速

や
か
に
離
れ
る
こ
と 

を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。 

            

理
事
長
か
ら
は
、
万
が
一
の
こ

と
を
考
え
、
訓
練
へ
の
積
極
参
加

の

要

望

が

あ

り

ま

し

た

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
写
真
記
事 

知
ら
咲
か 

Ｔ
） 

 

ア
ヴ
ェ
ル
デ 

春
の
消
防
訓
練 

 

ア
ヴ
ェ
ル
デ
の
春
の
消
防
訓
練

は
６
月
２
５
日
（
日
）
に
『
３
番

館
３
階
居
室
か
ら
１
０
時
に
出

火
』
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
今
回
は
通
報
班
、
避
難
誘
導
班
、

消
火
班
等
々
の
役
割
に
つ
い
て
１

週
間
前
に
説
明
さ
れ
、
実
際
の
訓

練
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
の
行

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

雨
模
様
に
も
拘
わ
ら
ず
、
避
難

訓
練
、
点
呼
、
消
火
訓
練
（
放
水
、

消
化
器
）、
蹴
破
り
板
を
使
っ
た
訓

練
に
多
く
の
方
が
最
後
ま
で
参
加

し
ま
し
た
。 

 

消
防
訓
練
に
続
い
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 
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今
年
は
、
寄
贈
い
た
だ
い
た

ピ
ア
ノ
を
使
っ
て
「
た
な
ば
た

さ
ま
」
の
歌
を
歌
う
こ
と
に
。

待
っ
て
い
る
間
に
行
の
音
楽
の

教
科
書
を
回
覧
。「
ま
あ
、
キ
レ

イ
！
絵
本
み
た
い
ね
。
」「
新
し

い
曲
が 

多
い
け
ど
、
私
た
ち

も
知
っ
て
る
歌
も
載
っ
て
る

わ
。」
そ
し
て
元
乙
女
た
ち
（
失

礼
！
）
の
口
ず
さ
む
声
。 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
子
ど
も
達
や
お
母
さ
ん
た

ち
が
到
着
。
お
父
さ
ん
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
。 

    

みんなの願いを込めた 

各マンション 

七夕イベントレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７
月
６
日
、
午
後
の
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
・
ひ
ま
わ
り
で
は
、 

ア
ロ
ハ
フ
レ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
（
別
掲
）

と
お
茶
タ
イ
ム
の
あ
と
、
七
夕

飾
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

出
来
上
が
っ
た
笹
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
写
真
提
供
；
主
催
者
他
、
記

事
；
知
ら
咲
か
Ｔ
） 

   

パークマンション『七夕飾り』  

り
の
笹
飾
り
を
作
っ
て
管
理
棟

玄
関
に
飾
り
ま
し
た
。 

 

そ
う
そ
う
、
ア
ヴ
ェ
ル
デ
在
住

の
方
で
、
お
孫
さ
ん
が
海
外
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
が
あ
り
ま

す
。
去
年
も
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
帰
国
し
、
七
夕
飾
り
を
手
伝
っ

て
く
れ
た
男
の
子
が
今
年
も
ま

た
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

彼
が
つ
く
る
折
り
紙
の
巧
み

さ
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
で

す
。
一
緒
に
過
ご
し
た
小
学
生

が
、
今
年
も
ま
た
会
え
る
こ
と
を

喜
び
、
一
緒
に
遊
ぶ
ひ
と
と
き
を

楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。
ま
さ
に

「
た
な
ば
た
」
の
集
い
で
す
。 

 
 

７
月
７
日
。
今
年
の
七
夕
祭

り
当
日
は
、
２
階
の
集
会
室
を
会

場
に
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
予
定

時
刻
が
迫
る
中
、
な
か
な
か
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
見
え
ま
せ
ん
。

「
塾
や
お
稽
古
事
で
忙
し
い
の

か
な
。」「
大
人
ば
っ
か
り
だ
っ
た

ら
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。」「
い
や
い

や
、
も
う
ち
ょ
っ
と
待
ち
ま
し
ょ

う
。
」
準
備
を
し
て
き
た
世
話
役

の
方
々
も
心
配
そ
う
。 

  
 

  

阪急逆瀬台アヴェルデ 

『七夕まつり』  

 

九
州
北
部
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
豪
雨
。
被
災
地
で
は

田
植
え
の
後
、
秋
の
収
穫
に
向
か

っ
て
稲
が
青
々
と
育
っ
て
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
山
々
の
木
々
も

緑
濃
く
茂
り
心
地
よ
い
風
を
そ

よ
が
せ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
学
校
で
は
も
う
す

ぐ
夏
休
み
を
迎
え
る
子
ど
も
達

の
歓
声
が
校
庭
に
あ
ふ
れ
て
い

た
で
し
ょ
う
。 

 

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
は
、
こ

の
よ
う
な
平
和
な
日
常
を
一
瞬

に
し
て
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。 

 

被
災
さ
れ
た
方
々
の
お
心
が

少
し
で
も
和
ら
ぐ
日
が
早
く
来

る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
迎
え
た
七 

 
 
 
 
 

夕
祭
り
で
し
た
。 

７
月
３
日
の
朝
、
男

性
軍
の
ご
尽
力
で

用
意
さ
れ
た
青
々

と
し
た
立
派
な
笹

竹
。
学
校
帰
り
の
子

ど
も
達
や
大
人
の

皆
さ
ん
も
、
当
日
ま

で
に
短
冊
に
祈
り

を
込
め
、
色
と
り
ど 
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初
め
は
、
幼
児
が
広
々
と
し
た

会
場
が
嬉
し
く
て
走
り
回
り
、
怪

我
を
し
な
い
か
と
冷
や
ひ
や
。
で

も
、
開
会
の
ご
あ
い
さ
つ
と
と
も

に
静
か
に
着
席
し
、
ど
こ
か
ら
か

カ
エ
ル
の
鳴
き
声
が
。「
か
え
る

の
が
っ
し
ょ
う
」
の
始
ま
り
で

す
。
は
じ
め
は
ユ
ニ
ゾ
ン
（
斉
唱
）

で
。
次
は
二
部
輪
唱
。
そ
し
て
四

部
輪
唱
へ
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
ハ
モ
れ

た
か
な
あ
。
の
ど
が
開
い
て
き
ま

し
た
。
み
ん
な
で
一
緒
に
「
た
な

ば
た
さ
ま
」
を
歌
い
ま
し
た
。 

 

次
は
「
お
・
は
・
な
・
し
」
コ

ー
ナ
ー
で
す
。
読
み
聞
か
せ
活
動

を
な
さ
っ
て
い
る
世
話
役
の
方

は
、
異
年
齢
の
子
ど
も
を
対
象

に
、
ど
ん
な
本
が
い
い
か
熟
慮
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
テ
ラ
ー
の
側
近

く
に
座
っ
た
幼
い
子
供
た
ち
は

絵
本
に
く
ぎ
付
け
。
お
い
し
そ
う

な
食
べ
物
の
絵
が
出 

 
 
 

て
く
る
と
、
む
し
ゃ 

 
 
 
 

む
し
ゃ
と
食
べ
る
し 

 
 
 

ぐ
さ
が
笑
い
を
さ
そ 

 
 
 

い
ま
し
た
。
絵
本
っ 

 
 
 
 

て
い
い
も
の
で
す
ね
。 

 
 
 
 

た
く
さ
ん
の
良
い
本 

 
 
 

と
の
出
会
い
が
豊
か 

 
 
 

な
情
操
を
育
て
ま
す
。 

 
 

次
は
、
子
ど
も
達 

 
 
 
 

お
楽
し
み
の
ゲ
ー
ム 

 
 
 

大
会
。
す
き
焼
き
ジ 

 
 
 
 

ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
の 

 
 
 

始
ま
り
始
ま
り
。 

 
 
 
 
 

や
は
り
ジ
ャ
ン
ケ
ン 

 
 
 

ゲ
ー
ム
は
大
人
気
。 

次
々
に
対
戦
し
、
す 

き
焼
き
の
具
材
を
引
き
当
て
ま

す
。
肉
と
野
菜
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

引
く
グ
ル
ー
プ
も
。
五
つ
の
グ
ル

ー
プ
で
得
点
を
競
い
、
優
勝
チ
ー

ム
に
は
賞
品
が
。
嬉
し
そ
う
な
顔

に
、
準
備
し
た
大
人
も
疲
れ
が
報

わ
れ
ま
し
た
！ 

 

全
員
が
参
加
賞
を
受
け
取
り
、

管
理
棟
玄
関
で
記
念
撮
影
を
パ

チ
リ
。
心
配
さ
れ
た
雨
も
降
る
こ

と
な
く
、
楽
し
い
七
夕
祭
り
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
共
催

行
事
と
し
て
ご
支
援
く
だ
さ
っ

た
自
治
会
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
地

域
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

執
筆
Ｎ 

  

６
月
２
０
日
の
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
で
、
恒
例
の
七
夕
飾
り

作
り
を
、
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
た
。
笹
は
、
当
マ
ン
シ
ョ
ン

の
前
に
あ
る
笹
の
株
か
ら
、
枝 

ぶ
り
の
良
い
の
を
切
り
出
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
折
り
紙
名

人
の
義
積
さ
ん
の
、
軽
快
で
、

わ
か
り
や
す
い
ご
指
導
の
も

と
、
色
と
り
ど
り
の
折
り
紙
が

参
加
者
の
ハ
サ
ミ
さ
ば
き
も

鮮
や
か
に
、
次
々
と
美
し
い
七

夕
飾
り
に
変
身
し
て
い
き
ま

し
た
。
何
種
類
も
の
飾
り
の
中

で
も
、
ま
あ
る
い
網
状
の
飾
り

の
中
に
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
詰
め

て
吊
す
と
、
く
す
玉
が
、
プ
ラ

ン
プ
ラ
ン
と
可
愛
く
揺
れ
て
、

と
っ
て
も
素
敵
で
し
た
。 

 
手
作
業
の
中
で
も
、
会
話
と

笑
い
声
は
、
休
み
な
く
弾
み
ま

す
。 

 

最
後
に
、
み
な
さ
ん
の
願
い 

逆
瀬
川
マ
ン
シ
ョ
ン 

楽
し
か
っ
た 

『
七
夕
飾
り
作
り
』 

ご
と
を
短
冊
に
書
い
て
つ
る

し
、
達
成
感
に
満
ち
た
笑
顔
で

記
念
写
真
に
収
ま
り
ま
し
た
。 

逆
瀬
台
住
宅 

『
七
夕
飾
り
』 
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７
月
１
６
日
（
日
）
。
猛
暑
日

が
続
く
中
、
管
理
棟
２
階
で
ウ
ク

レ
レ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ

「
ア
ロ
ハ
フ
レ
ン
ズ
」
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
の
サ
ロ
ン
で
し
た
。
ア

ロ
ハ
フ
レ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
に

は
、
２
番
館
と
４
番
館
の
居
住
者

が
男
女
各
１
名
ず
つ
所
属
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
３
２
名
の
参
加
者

の
中
に
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ご
家
族

の
姿
も
。
三
線
を
奏
で
な
が
ら

「
幸
せ
は
こ
こ
に
」
と
い
う
歌
を

奥
様
に
向
か
っ
て
心
を
込
め
て

歌
わ
れ
て
い
た
姿
は
、
う
ら
や

ま
し
い
ほ
ど
で
し
た
。 

今
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
が
大
人
気

で
、
電
車
に
乗
る
と
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
、
「
フ
ラ
」
談
話
に 

 
  
 ７

月
度

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
ア
ヴ
ェ
ル
デ 

 
「
ア
ロ
ハ
フ
レ
ン
ズ
」
を
迎
え
て 

左
端
の
方
と
右
端
の
方
は
我

が
ア
ヴ
ェ
ル
デ
の
住
人
。
少
し
前

に
は
、
近
隣
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
演

奏
な
さ
っ
た
と
か
。
日
々
練
習
を

重
ね
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
音
楽

活
動
で
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

ゲ
ス
ト
の
ご
家
族
や
ご
友
人

が
写
真
や
ビ
デ
オ
を
撮
っ
て
お

ら
れ
る
姿
も
。
家
族
の
活
躍
を

応
援
し
た
り
、
励
ま
し
た
り
、

時
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
で

き
る
の
は
、
本
当
に
幸
せ
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
ま
た
、
今
回
も
ま
た
、

ア
ヴ
ェ
ル
デ
以
外
の
近
隣
地
域

の
方
々
が
た
く
さ
ん
サ
ロ
ン
に

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一

緒
に
音
楽
を
楽
し
み
、
終
了
後

の
茶
話
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の

交
流
が
花
開
い
た
よ
う
で
す
。 

脚
腰
が
弱
っ
て
き
て
、
な
か
な

か
気
軽
に
出
か
け
に
く
い
、
と

い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。 

そ
ん
な
中
を
、
一
歩
一
歩
踏

み
し
め
て
管
理
棟
２
階
ま
で
い

ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
少
し
で
も
心
癒
さ
れ
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
サ
ロ
ン
で

あ
っ
た
な
ら
幸
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

レ
ン
ズ
を
向
け
る
と
快
く

笑
顔
を
見
せ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
今
度
も
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。 

    

花
を
咲
か
せ
て
お
ら
れ
る
グ
ル

ー
プ
に
出
会
い
ま
す
。
奥
の
深
い

も
の
な
の
で
し
ょ
う
。 

   
 

http://1.bp.blogspot.com/-ftevXDdV5IA/UNvs6XejMvI/AAAAAAAAJsk/_guiY6kLDPg/s1600/music_ukulele.png
http://www.irasutoya.com/2016/02/blog-post_596.html
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今
月
は
、『
ア
ロ
ハ
フ
レ
ン
ズ
』

４
名
の
皆
さ
ん
に
よ
る 
『
ハ
ワ

イ
ア
ン
演
奏
』
を
楽
し
み
ま
し

た
。 

「
モ
ー
ニ
ン
グ
・
デ
ユ
ー
」
で
始

ま
り
、「
黄
昏
の
ビ
ギ
ン
」「
愛
燦

燦
」
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星

を
」
等
々
ア
ン
コ
ー
ル
も
あ
り
１

０
曲
以
上
を
演
奏
、
「
ト
ゥ
・
ユ

ー
・
ス
ウ
ィ
ー
ト
ハ
ー
ト
」
で
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。 

素
晴
ら
し
い
演
奏
に
拍
手
喝

采
で
し
た
。 

 

  
 

ゆ
ず
り
葉
緑
地
で 

朝
６
時
半
か
ら 

 

地
域
の
ラ
ジ
オ
体
操
グ
ル
ー

プ
「
ゆ
ず
り
葉
緑
地 

元
気
」
の 

主
催
で
『
夏
休
み
子
ど
も
と
皆
の

ラ
ジ
オ
体
操
』
が
８
月
１
日
（
火
）

か
ら
一
週
間
行
わ
れ
ま
す
。 

 

毎
年
、
参
加
者
が
増
え
て
い
る

ラ
ジ
オ
体
操
会
は
年
中
、
ゆ
ず
り

葉
緑
地
の
砂
防
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
中
心
に
多
く
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。 

 

一
年
中
毎
朝
、
体
操
は
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
夏
休
み
の
期

間
に
お
子
さ
ま
に
朝
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
空
気
や
自
然
に
ふ

れ
て
も
ら
っ
た
り
、
ラ
ジ
オ
体

操
に
も
親
し
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
の
思
い
で
開
催
し
て

い
ま
す
。 

 

協
賛
団
体
が
増
え
ま
し
た 

 

「
阪
急
逆
瀬
台
ア
ヴ
ェ
ル
デ

自
治
会
」
様
と
「
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
ア
ヴ
ェ
ル
デ
」
様
も
今
年

か 
      

パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン 

 
「
午
後
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
ひ
ま
わ
り
」 

７
月
の
ご
紹
介 

後
半
は
皆
さ
ん
で
お
菓
子
と

お
茶
タ
イ
ム
を
楽
し
み
、
３
時
か

ら
は
七
夕
飾
り
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
写
真
情
報
；
主
催
者
、
記
事
知

ら
咲
か
Ｔ
） 

 ＊
引
き
続
き 

行
わ
れ
た 

七
夕
飾
り 

は
４
ペ
ー 

ジ
に
掲
載 

 
 

  
 

夏
休
み
子
ど
も
と 

 
 
 
 

皆
の
ラ
ジ
オ
体
操
お
知
ら
せ 

 
 
 
 

８
月
１
日
～
７
日 

ゆ
ず
り
葉
緑
地
で 

ら
協
賛
団
体
に
加
わ
っ
て
い
た 

だ
き
ま
し
た
。
地
域
交
流
、
世

代
間
交
流
の
き
っ
か
け
に
な
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
「
知
ら
咲
か
」
も

協
賛
を
継
続
し
て
い
ま
す
。 

 

元
気
な
夏
休
み
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

左
の
写
真
は
昨
年
の
記
録
で

す
。
今
年
も
元
気
で
夏
休
み
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 
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アサガオ（朝に咲く花） 
 

 アサガオは朝、夜が明けて明るくなったら花 

を咲かせるのでしょうか？ 

 これは正確な答えではありません。アサガオ 

のツボミは品種によっても多少異なりますが、 

７月には、朝明るくなる頃咲きます。ところが 

8 月、9 月にかけては、朝明るくなり前の真っ暗 

な中で開花します。「朝明るくなる」ということ 

が「開花」の刺激にはなっていません。朝の真っ 

暗な時は温度の上昇もありませんから、「温度上 

昇」も開花の刺激ではありません。 

 しかし何らかの刺激があって開花するのです。 

アサガオのツボミは開花する日の夕方に「明るい 

環境から暗い環境になる」といことを敏感に刺激 

として感じるのです。この刺激を合図に時を刻み 

始め約 10 時間後にツボミを開くと決めています。 

 このように生物が時を刻むそくみを「生物時計」 

と言うそうですが、植物が経過時間を間違わない 

かは未だ解明されていないそうです。 

 夏休みの自由研究で多くの方が「アサガオ」を 

テーマとして選ぶようです。アサガオの開花時刻 

や昼と夜の時間を研究してもいいのでないでしょ 

うか。 

（この記事は、田中修先生の 

「植物のあっぱれな生き方  

生を全うする驚異のしくみ」 

を参考にさせていただきま 

した。） 

  

 ８月１日から１週間、ゆずり葉緑地のモニュメント前で「夏休み 

子どもと皆のラジオ体操」が開催されます。体操のついでに緑地内 

のいろいろな植物や昆虫の観察もしましょう。 

 じっくりと観察すると、一つ一つの生き物の不思議な魅力に出あ 

えるかも知れません。 

 

  

 

  

 

 

【
編
集
後
記
】 

 

 

７
月
５
日
の
豪
雨
は
、
福
岡
、
大
分

地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
九
州
北
部
豪
雨
は
、
気
象
庁
の
「
流

域
雨
量
指
数
」
で
は
「
５
０
年
に
１
度
」

の
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え
る
水
量
が

押
し
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い

ま
す
。
続
い
て
他
の
全
国
各
地
で
も
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
す
豪
雨
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。 

雨
だ
け
で
な
く
、
自
然
の
脅
威
は
十

分
心
得
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

う
。
私
達
の
地
域
で
も
、
普
段
の
生
活

か
ら
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
「
阪
神

淡
路
大
震
災
」
を
経
験
し
ま
し
た
。
年

月
と
共
に
そ
の
経
験
も
風
化
し
つ
つ
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

私
達
の
社
会
で
「
想
定
外
」
の
こ
と

が
起
こ
る
こ
と
は
「
あ
た
り
ま
え
」
と

心
得
て
お
く
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。 

今
号
で
は
、
各
マ
ン
シ
ョ
ン
で
同
時

期
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ポ
ー
ト

を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
消
防
訓
練
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
」

演
奏
、
お
子
さ
ま
達
も
入
っ
た
「
七
夕 

行
事
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
特

色
が
あ
り
、
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
ラ
ジ
オ

体
操
会
」
、
「
夏
祭
り
」
等
も
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
、

そ
の
体
験
を
レ
ポ
ー
ト
下
さ
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
？
み
ん
な
で
共
有
し
ま
し
ょ

う
。 

（
Ｓ
） 

2009 年 1月 25 日 

白瀬の自然 

ひょうごアドプトとは 
アドプトとは「養子縁組」のこと。」
道路・河川・海岸などの公共物の一
定区間を 5名以上の団体にアドプト
をお願いすること。 

 

 

アサガオ写真 

上 2016 年 8 月マンションベランダ 

下 2014 年 8 月ゆずり葉緑地モニュ 

メント前 


